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Learn to Play
Play to Learn

── ECC International Preschoolが育てる４つの力──
ECC初の
インターナショナルプリスクール

1962年の創業以来、真の国際人を育成してきた

「総合教育・生涯学習機関」として延べ950万人の学びを支えてきたECCが、
「オールイングリッシュのインターナショナルプリスクール」を開校します。
長年培ってきた語学教育・幼児教育の知見をもとに、
子どもたちに世界基準の学びを提供し、グローバルに活躍できる力を育てます。

OUR STORY なぜ私たちがプリスクールを
開校するのか

MESSAGE メッセージ

ECCの原点は、1962年に掲げたこの理念にあります。

理念を受け継ぎ、教育を探究してきた
その歩みのすべてを、小さな国際人の最初の一歩へ。

PHILOSOPHY 教育理念

POLICY 保育方針

MISSION ECC建学の理念

踏み出せ、小さな国際人への第一歩

子どもたちにとって大切なのは、存分に遊ぶこと。遊びの中に学びがあり、学ぶ
ことで遊びが広がります。私たちは、子どもたちが自ら遊びに向かい、探究しよう
とする時間を大切にします。
変化が続くこれからの時代を生きる子どもたちにとって、主体的に考え、行動す
る力は欠かせません。失敗を恐れず実践し、試行錯誤することで、基礎力や思考
力が身につきます。自ら歩み出すその一歩が、「小さな国際人」のはじまりです。

子どもたちが未来へ力強く伸びていくために、いま最も大切なのは、目には見えない"根"を深く、しなやかに育てること。
私たちはその土壌となり、一人ひとりの可能性が自ら芽吹く環境をお約束します。

見えない“根”を育てます。世界に伸びる、大きな木になるために。

これまでECCは、さまざまな形で子どもたちの教育に携わってまいりましたが、今回新たな教育事業
としてインターナショナルプリスクールを設立することといたしました。 変化の激しい現代社会を、
自分らしく伸び伸びと生き抜いていく子どもたちを育て、私どもの建学の理念にある「社会に実際的
に活躍でき得る有用な人材の育成」を通して世界の文化向上と平和に少しでも寄与できることを
心から願っております。

株式会社ECC  常務取締役　塚田 訓子

自分を信じて挑戦する力
新しいことにも前向きに取り組み、失敗しても「もう一度やっ
てみよう！」と思う気持ちを育てます。自分の存在や可能性を
肯定しながら、一歩を踏み出す力を大切にします。

自分で考え、工夫する力
「どうしたらできるかな？」と考え、工夫し、解決していく経験
を重ねます。遊びや体験を通して、自ら行動し、想像力豊かに
取り組む力を伸ばします。

人とつながり、思いやる力
相手の気持ちを感じ取り、違いを認めながら関わる心を
育てます。友達や先生と協力しながら温かい関係を築き、
自分の言葉で考えや気持ちを伝える力を養います。

好奇心を広げ、学びを楽しむ力
身の回りの自然や出来事から、さまざまな国の文化にまで
幅広く興味を持ち、「知りたい」「やってみたい」という気持ち
を育みます。この基礎力が、将来の学びの土台になります。

私たちは大人が決めた枠にはめるのではなく、子どもたちの
自由な発想を尊重します。一人ひとりが持つ感性に寄り添い、
その時期にしかない創造性を最大限に活かします。

感性と創造性を伸ばします。

すぐに答えを与えるのではなく、子どもたち自身が考え、試行
錯誤した末に得られる成功体験を支えます。

答えよりも、過程を見守ります。

多様性を受け入れ、互いの違いを認め合う。これはインター
ナショナルプリスクールならではの豊かな学び。自分を肯定
し、他者を尊重する力を育てます。

違いを認め合う心を育みます。

本学は外国語教授を通じて、近代的なセンスと国際的な感覚を持った社会に実際的に活躍でき得る有用な人材を育成
しようとするものである。以て国際間の人々の交流と相互理解を促進し、世界の文化向上とその恒久平和樹立に寄与したい。
It is our goal, through the teaching of foreign languages, to contribute to the development of our students’ capabilities, 
international awareness and leadership qualities. In this way, we hope to promote more interaction and understanding 
among the peoples of the world, thus helping to contribute to world peace.

創業以来、ECCはこの理念のもと、英会話教育を基盤に多様な教育のあり方を探究し、広く社会に提供してきました。
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保育はバイリンガル保育士、教育は外国人講師が、それぞれの強みを活かすことで「英語力」と
「日本型保育」を両立します。ご家庭と連携しながら、子どもたちの健やかな育ちを支えます。

採用活動のほとんどを現地で行っており、世界各国から
厳しい選考基準をクリアした講師が集まっています。

各クラス専属のバイリンガル保育士と
ネイティブ講師によるチームティーチング

毎日のスケジュールに、「探究活動」の時間があります。
活動は、世界60カ国以上で採用されている国際的カリキュラムIEYC 

(International Early Years Curriculum)とECCが長年培った幼児英語
教育のコンテンツによって構成されています。
自然に親しむ、本物に触れる、五感で楽しむといった体験をしながら、
子どもたちの好奇心を引き出し、豊かな感性を磨きます。
探究活動では、講師や教材を通してさまざまな国の文化に触れ、互い
の違いを知り、多様性を受け入れます。
失敗してもあきらめず、どうやったらうまくいくかを自ら考えて工夫します。
成功したときの「自分でできた！」という体験から、自信をつけます。
仲間や先生と協力してやり遂げることで、自分自身を認め、他者を受け
入れる気持ちが育ちます。

IEYC＋ECCで、探究活動をより充実した時間に

英語の4技能と日本語、
日本文化の学びをバランスよく

厳しい採用基準を設定 採用後も保育・指導力を向上

4.65% 60~80時間
研修を通して、英語を母国語としない子どもたちへの教えるスキルや年齢
ごとの指導方法を磨きます。また、日本の保育基準に基づいた安心・安全な
保育環境を提供できる保育者としての力も高めます。

OUR APPROACH 教育・保育アプローチ

The 8 Personal Learning Goals

IEYCの教育では、Personal Learning Goals（個人の学習ゴール）を
明確に位置付け、豊かで幅広い資質を育むことを目指しています。

IEYCは、結果だけを評価するのではなく、プロセスそのものを尊重します。
子どもたちがどのように考え、表現し、仲間と関わり、振り返りをするのか。
その体験の連続が、子どもたちの内面の力を育てます。

IEYC Process to Facilitate Learning

TEAM TEACHING スタッフ体制

● This Is Me!

　　● Weather Wonders

● Plants as Partners

　　● Healthy Habits

フォニックス指導には、Jolly Phonicsを採用しています。文字と音の関係を
アクションや歌を使って楽しく学ぶことで、音から文字へと自然に理解を
広げていきます。
オールイングリッシュの環境でたくさん聞いたり話したりするだけでなく、
フォニックスによって読む力、書く力へとつなげることで、英語の4技能が
バランスよく身につきます。
毎日設けている「Japanese」の時間では、日本語や日本文化、季節の行事、
生活の中の慣習について触れていきます。日本のことを知り、日本語で気持
ちや考えを伝えられる力を養います。
英語の環境で過ごす毎日だからこそ、日本語や日本の文化に親しむ時間も
大切にし、言葉と文化の土台を丁寧に育てます。それが、真の国際人の育成
につながります。

トピック例

外国人講師採用率 事前研修

いつも遊びを活動の中心に据え、子ども
たちが没頭できるようなさまざまなトピッ
クに取り組みます。まさに、遊びの中に学
びがあり、学ぶために遊ぶ時間です。

適応力
がある

Adaptable

協力
できる

伝える力
がある

共感
できる

Empathetic

倫理的
である

Ethical

粘り強さ
がある

Resilient

尊重
できる

Respectful

考える力
がある

Thinker

Collaborator Communicator

Source : International Early Years Curriculum (IEYC) / International Curriculum Association (ICA)
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